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地球温暖化の原因とされる大気中の CO2 濃度の増加を
抑えるため，CO2 分離回収・貯留技術 ( Carbon dioxide 

Capture and Storage：CCS ) の実用化が進められてい
る ( 1 )，( 2 )．ୈ 1 ਤに示すように CCS
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比較して，異なる CO2 濃度の測定溶液に浸せきした場合
の - ( b ) および - ( c ) では，N-H 結合の結合エネルギー
に由来するピーク強度が増加した．これは，第 5 図に示 CO2




